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ふくおかフィナンシャルグループ傘下のみんなの銀行とiBankマーケティングが共同運営する「マネーインサイトラボ」では、デジタル時代

における、人々のお金に関する意識・価値観・行動の変化に関する調査・研究を実施し、その結果をご紹介しています。

今回の調査テーマは「Z世代の購買行動」です。Z世代をX・Y世代と比較したり、また、同じZ世代の中でも職業などの条件に分け、その特徴

を分析した結果、５つの傾向が見えてきました。

調査サマリー | Z世代の購買行動５つの傾向

❶. 「推し活」にお金をかける

❷.  SNSをきっかけに購入する

❸. 選ぶ基準は「見た目」「気分が高揚する」

❹.  好きなものにお金を使いたい

❺.  推し活、美容・健康への投資意欲が高い

はじめに

Z世代の購買行動調査

Z世代： 1990年代中盤から2010年代中盤生まれ。生まれながらにしてデジタルネイティブであり、幼いころからスマートフォンやSNSに慣れ親しんでいる。

Y世代： 1980年代序盤から1990年代中盤生まれ。幼少期～青年期にインターネットの本格普及を経験し、ネットを当たり前に使いこなせる。

X世代： 1960年代中盤から1970年代終盤生まれ。子どもの頃をアナログ環境で過ごし、成人してからインターネット環境に触れるようになった。

※ 近年の価値観やライフスタイルに大きく影響を与えているとされるデジタル環境の変遷を基準にした世代で分類
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傾向①推し活にお金をかける

まず最初に、25個の項目から「お金をかけているもの」をすべて選択してもらい、Z世代が何にお金をかけているのかを探ってみました。

Z世代がX・Y世代と大きく異なる結果となった項目の１つが「推し活（有名人やキャラクター等を応援する活動）」。X世代が6.7％、Y世代

が14.1％であったのに対し、Z世代は34.3％と、およそ3人に１人が推し活にお金をかけていると回答しています。（図1）

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

1. 推し活にお金をかけている割合(世代別）

Z世代の購買行動調査
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傾向①推し活にお金をかける

また、Z世代で推し活にお金をかけている人の特徴を探ってみると、意外にも毎月自由に使えるお金が少額である人の方が、推し活にお金を

かけているという結果が見えてきました。毎月自由に使えるお金が1円～1万円未満の人の約4割が「推し活にお金をかけている」と回答し、

月１万円以上自由に使えるお金がある人よりも多い結果となりました。（図2）

続いて、推し活にお金をかけているZ世代に「お金を借りてでもしたいと思うもの」を伺ったところ、半数が「推し活」を選択。（図3）

学生など、まだ自身のライフプランを立てていない層がこのように回答したとも考えられますが、「推し」にかける熱量が高く、自由に使え

るお金が少なくても、この瞬間に価値を感じて、お金を借りてでも自分のニーズを満たしたいと思っているのかもしれません。

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

2. 推し活にお金をかけている割合
    (Z世代のみ・毎月自由に使える金額別）

3. 「推し活」にお金をかけているZ世代のうち
「お金を借りてでも推し活をしたい」と回答した割合

Z世代の購買行動調査
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傾向② SNSをきっかけに購入する

次に、Z世代の購入のきっかけとなるチャネルについて調査してみま

した。

最も多かったのは「SNS」。Z世代の約8割にも及びます。また世代

間で大きく差が開いているのも「SNS」です。一方、それ以外のほ

とんどの項目がX・Y世代よりも低い結果となりました。やはりZ世代

にとってSNSの影響はかなり大きいようです。（図4）

前述の「お金をかけているもの」の項目の中で「ファッション」

「美容」「ライブ・イベント」「推し活」にお金をかけていると回

答した人は、SNSをきっかけに購入する割合がより高いことが分か

りました。どれも9割近くに及びます。（図5）

「ファッション」や「美容」に関するモノ・サービスは、SNS上で、

インフルエンサーによるレコメンドや一般人のリアルなレビューを

数多く見ることができ、「ファッション」や「美容」にお金をかけ

ているZ世代は情報源として活用していると推測できます。

また「ライブ・イベント」「推し活」にお金をかける場合、その対

象となるアーティストやタレント自身、運営元やファンコミュニ

ティによるSNSでの情報発信が第一の情報源になることが多く、こ

のような結果になったと考えられます。

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

4. 何かを購入するきっかけとなるチャネルは？(世代別）

5. SNSをきっかけに購入する割合
    (Z世代のみ・お金をかけている項目別）

Z世代の購買行動調査



MONEY INSIGHT LAB

5

傾向③選ぶ基準は「見た目」「気分が高揚する」

3つ目は、モノ・サービスを選択する際の基準です。特にX・Y世代に

比べて割合が高かった価値観を2つピックアップしてみました。

「見た目が良いモノ・サービスを選択する」と答えたZ世代は57.2％

と半数以上です。（図6）

この背景にもSNSの存在が垣間見えます。SNSで発信することが当

たり前のZ世代にとっては、SNS映えする前提でモノやサービスを選

ぶ人も少なくないのではないでしょうか。

また前述したように、Z世代はSNSをきっかけに購入する割合が高い

ことから、SNSでインフルエンサーやタレントが写真と共に発信し

ているのを目にして、「かわいい」「きれい」「かっこいい」「ミ

ニマルでおしゃれ」と、見た目がきっかけで興味をもつことが多い

と考えられます。さらにそれを買った人もSNSに投稿することでそ

の輪が広がっていくため、企業側も見た目を意識した商品を出すよ

うになる、という循環が生まれているのではないでしょうか。

また、「気分が高揚するモノ・サービスを選択する」と答えた割合

も他の世代よりも高いことが分かりました。（図7）

以上の2つの価値観を見るに、Z世代は他の世代と比べて、視覚的な

感性や楽しさやワクワク感などの「感情的な価値」を重視している

ことが推測されます。

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

6. 見た目が良いモノ・サービスを選択する割合（世代別）

7. 気分が高揚するものを選択する割合（世代別）

Z世代の購買行動調査
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傾向④好きなものにお金を使いたい

前述してきたもの以外にも、Z世代の購買行動には他の世代と異なる傾向がいくつか見受けられました。それらの価値観について見ていきま

しょう。

「好きなものにお金を使いたい」と考えるZ世代は全体の7割以上にも及び、他の世代よりも高い割合となりました。（図8）

時代の影響を受けた価値観の違いもありますが、ライフステージによる違いとも考えられます。

またZ世代に絞り、職業別に見てみると、特に「高校生」や「契約社員」にその傾向が顕著に見られます。（図9）

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

8. 好きなものにお金を使いたいと考えている人の割合
（世代別）

9. 好きなものにお金を使いたいと考えている人の割合
（Z世代のみ・職業別）

Z世代の購買行動調査
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傾向④好きなものにお金を使いたい

「サブスクに抵抗はない」というZ世代は約3割。Z世代だけで見れば3人に1人ですが、X世代と比べると約2倍の割合です。（図10）

コロナ禍で一気に会員数が増加した動画配信や音楽のサブスクなど、定額で利用し放題で、不要になったらすぐにやめることもできるサブス

クは、他の世代に比べて収入が少ないZ世代にとって利用しやすいサービスであるとも言えます。

一方、中古品に関しては、他の世代よりもやや抵抗があるようで、中古品よりも新品派のほうが多い結果となりました。（図11）

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

10. サブスクに抵抗がない人の割合（世代別） 11. 中古品に抵抗がない人の割合（世代別）

Z世代の購買行動調査
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傾向⑤推し活、美容・健康への投資意欲が高い

「何を購入するのであれ、絶対にお金を借りたくない」と考えるZ世代は35.4％。X・Ｙ世代よりも多いことが分かりました。（図12）

逆に住宅ローンやカーローンを組むことが多いＸ・Ｙ世代にとっては「お金を借りる」ということに対する抵抗感がＺ世代よりも低いと考え

られます。

では、「お金を借りても良い」と思っている人は、どんなシーンで借り入れたいと考えているのでしょうか？

「お金を借りてでもしたいこと」を回答してもらったところ、Ｘ・Ｙ世代はほぼ同様の結果となり、「家や車・バイクの購入」に次いで、

「子供の教育費」「旅行」「人との交際」と続きます。

一方Ｚ世代はやや異なり、「推し活」「美容・健康への投資」が他の世代よりも高く、お金を借りてでもやりたいと考える人が多いようです。

（図13）

Z世代：18～26歳 Y世代：27歳～42歳 X世代：43～58歳

12. 何を購入するのであれ、絶対にお金を借りたくない
と考えている人の割合（世代別）

13. お金を借りてでもしたいと思うものは？（世代別）

Z世代の購買行動調査
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多様なZ世代を一言で括ることは難しいですが、やはり世代間で比較してみると、Z世代ならではの価値観や消費傾向も見えてきました。

今後もZ世代に留まらず、人々の「お金」に関する意識や価値観、行動を探っていきたいと思います。

おわりに

調査内容に関するお問合せ・アンケート調査のご依頼

マネーインサイトラボ運営事務局

TEL : 092-791-9231
E-mail :  pr@minna-no-ginko.com

今村・中原（株式会社みんなの銀行）

マネーインサイトラボについて

マネーインサイトラボは、ふくおかフィナンシャルグループ傘下のみんなの銀行とiBank

マーケティングが共同運営するお金に関する調査・研究組織です。デジタル時代におけ

る、人々のお金に関する意識・価値観・行動の変化や、新しい金融サービスの可能性に

ついて新たな視点を見出すことを目的に活動していきます。

調査概要

調査対象：Z世代（18～26歳）、Y世代（27歳～42歳）、X世代（43～58歳）

調査集計期間：2023年12月4日（月）～12月12日（火）

調査機関：iBankマーケティング株式会社・株式会社みんなの銀行

調査方法：インターネット調査

有効回答数：14,998サンプル（Z世代1,993名、Y世代4,631名、X世代8,374名）

※各データは小数点以下第2位を四捨五入しています。

Z世代の購買行動調査

https://corporate.minna-no-ginko.com/collaboration/
https://www.ibank.co.jp/corporate/
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